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目的及び方法、成果の内容 

 

① 目  的 

近年、骨粗鬆症治療におけるリエゾン（liaison）サービスが注目されている。その目的は、骨折リ

スクの評価と新たな骨折の防止、また、最初の脆弱性骨折の予防であり、サービスの提供対象は大腿

骨近位部骨折、その他の脆弱性骨折例や高齢者一般である。すでに英国、豪州、カナダでは骨折リエ

ゾンサービス（FLS）としてこのようなサービスが実施され、骨折発生率が著明に低下し医療費減少

に大きく貢献したとの報告がされている。一方、本邦においても、日本骨粗鬆学会を中心に一次骨折

予防を含めた骨粗鬆症リエゾンサービス（OLS）の取り組みが全国的に広がりを見せ、同様に骨折発

生率や再骨折率の低下等の成果が報告されている。当院でも、数年前から主に再骨折予防を目的とし

た FLS を開始しており、出雲圏域では急性期から在宅までシームレスな対応を目的とする「出雲こつ

こつネット」も立ち上がり、出雲圏域での地域循環型のサービスの提供が可能な状況である。さらに、

2022 年の診療報酬改定において、「継続的な二次性骨折予防」に係る加算が新設され、施設基準にお

いて FLS チームの設置は必須となっている。この加算で急性期施設では「二次性骨折予防継続管理料」

として 1000 点（１入院につき１回）が算定できるようになった。また、回復期および開業医において

も別途、算定が可能になったが、その要件に急性期施設での「二次性骨折予防継続管理料」の算定が

あることが必須とされており、当院が算定することにより、県内の医療の充実化につながるものと考

える。そのファシリテーター的な役割をとして日本骨粗鬆症学会認定資格として骨粗鬆症マネージャ

ーがあり、当院は県内最多 7 名が取得している。骨粗鬆症マネージャーは「二次性骨折予防継続管理

料」の算定だけでなく、地域の骨粗鬆症治療においてリーダーシップを発揮し、より実効性のある骨

粗鬆症の予防と治療の普及につなげる上で重要である。その認定取得には所定の講習会と学会参加、

認定更新には学会参加と指定講演の受講が必須である。また、学会に参加することで骨粗鬆症に関す

る最新の情報や各施設でのリエゾンサービスの活動について広く知ることができる。これにより、急
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性期および回復期施設、開業医、行政と連携した出雲圏域を含む島根県における地域循環型の骨粗鬆

症リエゾンサービス構築することに繋がる。 
 

②方  法 

 第 24 回日本骨粗鬆症学会に参加し、参加者が最新の情報を入手しスキルアップを図り、他のリエゾ

ンメンバーおよび院内スタッフにその内容を広く報告し情報共有を行う。また、同学会の骨粗鬆症マ

ネージャー更新単位となる指定講演を聴講し単位を取得する。 

また、骨粗鬆症マネージャー認定試験（開催地：東京都）を受験し、骨粗鬆症マネージャーの資格を

取得する。 
 

② 成  果 

 今年度の日本骨粗鬆症学会は現地＋WEB 形式のハイブリッド開催となったため、より多くのスタッ

フの参加が可能となり、計 7 名のスタッフが参加することが出来た。参加により、「骨粗鬆症診療支援

サービス」（Osteoporosis Liaison Service、OLS）の役割を担うための骨粗鬆症に関する知識と最新の

知見を取得出来、より一層充実した骨粗鬆症の予防、診断と治療を提供することが可能となった。ま

た、同時に学会参加と指定講演を聴講することで単位を取得すことが出来き、骨粗鬆症マネージャー

の認定更新に必要な要件の一部を取得することが出来、うち 1 名が資格を更新することが出来た。さ

らに、骨粗鬆症マネージャー未収得者において、骨粗鬆症マネージャー認定試験に計 3 名が合格し、

より充実した骨粗鬆症リエゾンサービスの体制構築が実現した。 


